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1. はじめに 
近年アクセス網が多様化し、PC, PDA 等

のデバイスも複数のネットワークメディア

を持つことが可能になってきた。これに伴

い、状況に応じ複数のネットワーク間を移

り渡れる異種網シームレスローミングの要

求が高まっている。従来から異種網シーム

レスローミングの研究[1][2]はあったが、主

としてハンドオーバの高速化やセッション

維持に焦点が当てられていた。しかし、我々

はどのように最適なネットワークを選択す

るかが重要であると考えている。そこで

我々はエージェントを利用したプロファイ

ルベースのネットワーク選択機構により、

状況に応じて最適なネットワークを選択す

ることを特徴とする異種網シームレスロー

ミングシステムを開発した［3］。本稿では

主にそのコンセプトとアーキテクチャにつ

いて述べる。 

 

2. コンセプト 
異種網シームレスローミングが必要とな

るようなモバイル環境においては、ユーザ

はネットワーク環境が変わる度にネット

ワークを選択し直し、設定を変更するとい

う訳にはいかない。そこでユーザの代わり

に周囲のネットワーク環境に応じて主体的

に最適なアクセス網を選択するエージェン

ト・プロセスが必要になる。最適なネット

ワークと言ってもユーザ毎に意味は異なる。

例えばあるユーザは高速なアクセス網を使

いたいのかも知れないし、また他のユーザ

は安価な網を使いたいのかも知れない。す

なわち、いかにユーザの嗜好を反映させる

かが重要となる。そこでこのようにユーザ

嗜好を反映させ主体的に動作するエージェ

ントとして Personal Agent(PA)と呼ぶプロセ

スを導入する。 

また異種網ローミングにおいては、異な

るネットワーク特性の差異をユーザやサー

ビスから隠蔽する必要がある。例えば、無

線 LAN と携帯電話では、無線状態の検出方

法が全く異なる。このような差異を吸収す

るために、ネットワークを仮想化するエー

ジェントを導入する。我々はこれを Network 

Agent(NA)と呼ぶ。 

このようにエージェントの考え方を導入

することで、ネットワークの選択と設定の

自動化を行い、ユーザの負担を軽減する。

ユーザの嗜好を反映し、アプリケーション

に最適なネットワークを選択することで、

コストを最小限にしたり、帯域を最大限に

利用することができる。 

 

3. アーキテクチャ 
図１に本システムのアーキテクチャを示

す。図は端末内のエージェント・プロセス

の関係を示している。 

PA はユーザの嗜好や認証情報等のユー

Seamless Roaming across Heterogeneous Networks 
supported by Agents – Concept and Architecture – 

†Masahiro Hara, Fumiyuki Iizuka, Yuichiro Noguchi and 
Nobutsugu Fujino 
Fujitsu Laboratories 

3－233

2H-1 情報処理学会第65回全国大会



ザ情報や、使用するアプリケーションの要

求帯域等の情報をユーザプロファイルとし

て管理している。また PA は使用するアプリ

ケーションの起動等も管理する。管理して

いるアプリケーションが実行されると PA

はNAに対しネットワーク接続を要求する。

この時、NA に対し、優先すべきネットワー

ク特性として安価優先・速度優先等のユー

ザ嗜好情報を与え、NA が最適なネットワー

クを選択できるように指示する。また、ロー

ミング時に NA からネットワーク特性を受

け取り、アプリケーションが要求するネッ

トワーク特性とのマッチングを行い、マッ

チすればアプリケーションを実行する。 

NA は圏内・圏外情報や接続状態等のネッ

トワーク状態と、ネットワークの帯域等の

特性、接続するアクセスポイント情報や課

金情報等をネットワークプロファイルとし

て管理している。NA はネットワークの状態

に変化が生じると、ネットワーク特性(ネッ

トワークの帯域や課金情報等)と PA からの

ユーザ嗜好情報を基に、評価関数を適用し

て最適なネットワークを選択する。例えば、

現在利用できるネットワークのうち最安価

なネットワークを計算して選択する。さら

にアクセス先のネットワークが社内ネット

ワーク等のセキュリティが必要なネット

ワークであれば VPN 接続することを決定

する。これらの結果を基にネットワークの

設定を行い、そのネットワークに切り替え

る。 

 

NA はその端末が持っているネットワー

クメディアを全て管理するため、端末に唯

一存在するシステム・プロセスとして実装

される。一方、PA は個人のユーザ嗜好情報

やアプリケーションの要求を管理するため

のユーザ・プロセスとして実装される。同

一端末を使っていても利用者が異なると

PA の設定を変えることができる。このよう

に、端末やユーザという管理単位でエージ

ェントを分けることにより実装上のプロセ

スの管理が容易になるというメリットもあ

る。 

 

4. まとめ 
エージェントの考え方を導入することで、

ユーザの操作をほとんど必要とせずに、最

適なネットワークへのローミングを可能と

するコンセプトとそのアーキテクチャにつ

いて示した。本システムにさらに[4]の技術

を適用することでスムーズな異種網シーム

レスローミングが実現できる。 
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